
朝
鮮
民
王
主
義
人
民
共
和
国
・
中
華
人
民
共
和
国
と
日
本
国
と
の
、
国
家
の
狭
間
に
置
か
れ
た
家
族
の
分
断
問
題
が
生
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
前
者

は
、
拉
致
事
件
を
介
し
て
生
じ
た
問
題
だ
が
、
後
者
は
日
本
の
戦
後
処
理
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
前
者
は
日
本
人
の
実
子
で
あ
り
な
が
ら
親
と
と
も
に

帰
国
す
ら
果
た
せ
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
後
者
は
日
本
人
の
養
子
で
あ
り
な
が
ら
親
と
と
も
に
日
本
に
来
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

と
し
て
日
本
へ
呼
び
寄
せ
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

近
年
、
国
家
間
の
狭
間
に
置
か
れ
、
家
族
が
分
断
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
関
係
で
は
、

日
本
人
拉
致
事
件
の
解
決
に
向
け
て
、
拉
致
さ
れ
た
当
事
者
だ
け
が
帰
国
し
、
し
か
も
、
そ
の
者
た
ち
は
一
時
帰
国
か
ら
永
住
帰
国
に
変
わ
っ
た
。
改
め

て
そ
の
家
族
の
子
ど
も
が
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
帰
国
者
に
と
っ
て
は
、
痛
恨
の
事
態
が
生
じ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。
ま
た
、
拉
致
事
件
で
は
な
い
が
、
戦
前
に
日
本
か
ら
中
国
東
北
地
方
な
ど
へ
開
拓
移
民
し
た
日
本
人
が
、
戦
後
に
復
員
が
果
た
せ
ず
、
中
国
に
残

留
し
、
中
国
残
留
日
本
人
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
周
知
の
事
柄
で
あ
る
。
長
年
、
残
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
日
本
人
は
、
中
国
人
に
養
子
と
し
て
扶

養
さ
れ
、
ま
た
そ
の
残
留
日
本
人
が
中
国
人
を
養
子
と
し
て
迎
え
入
れ
、
家
族
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
日
本
政
府
の
引
揚
行
政
が
日
中
国
交
回
復
の
後
に

始
ま
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
改
め
て
今
日
発
生
し
て
い
る
問
題
は
、
残
留
日
本
人
が
帰
国
す
る
際
に
、
中
国
で
迎
え
入
れ
た
中
国
人
養
子
を
家
族

は

じ

め

に

吉

中
国
残
留
日
本
人
と
そ
の
家
族
の
日
本
帰
国
に
つ
い
て

田 ニニ〇

徳 （
一
八
一
八
）

夫



中
国
残
留
日
本
人
と
そ
の
家
族
の
日
本
帰
国
に
つ
い
て

一
九
五
六
年
に
は
天
津
協
定
に
よ

さ
ら
に
、
後
者
の
場
合
は
、
日
本
人
の
中
国
人
養
子
が
在
留
資
格
を
偽
り
な
が
ら
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
強
制
退
去
処
分
に
付
さ
れ
る

実
子
と
養
子
と
い
う
身
分
関
係
の
相
違
は
あ
る
が
、
と
も
に
日
本
人
家
庭
の
親
と
子
ど
も
と
が
切
り
離
さ
れ
、
同
一
の
家
庭
を
営
め
な
い
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
問
題
の
発
生
原
因
は
両
者
で
は
異
な
る
が
、
そ
こ
に
は
国
家
の
意
思
が
介
在
し
て
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
前
者
に
関
し
て

は
、
拉
致
被
害
者
を
一
時
帰
国
か
ら
永
住
帰
国
へ
と
取
り
扱
い
を
認
め
る
政
府
の
政
治
的
判
断
が
あ
り
、
当
然
だ
が
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
へ
帰
国

さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
子
ど
も
に
は
一
時
帰
国
す
ら
果
た
せ
な
い
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
戦
後
の
引
揚
行

政
が
遅
れ
、
日
中
国
交
回
復
後
に
日
本
人
の
み
を
単
身
で
帰
国
さ
せ
、
日
本
人
と
い
う
推
定
の
な
さ
れ
な
い
日
本
人
養
子
の
帰
国
が
叶
わ
な
い
と
い
う
問

題
で
あ
る
。
こ
れ
は
入
国
管
理
に
関
わ
る
法
律
上
の
問
題
で
も
あ
る
。
特
に
後
者
を
取
り
上
げ
て
、
問
題
の
所
在
を
考
え
た
い
。

中
国
残
留
日
本
人
の
帰
国
を
巡
っ
て

中
国
残
留
日
本
人
と
そ
の
家
族
の
帰
還
事
業
は
日
本
の
敗
戦
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
。
引
揚
げ
が
本
格
化
し
た
の
は
、
ソ
連
軍
が
同
地
域
か
ら
撤
退
し
た

一
九
四
六
年
五
月
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
に
中
華
人
民
共
和
国
政
府
が
成
立
す
る
と
、

さ
れ
た
外
交
文
書
（
第
一
六
回
公
開
）
に
よ
れ
ば
、
中
国
政
府
と
日
本
の
民
間
団
体
（
赤
十
字
）
と
の
北
京
協
定
に
基
づ
き
、
集
団
引
揚
げ
は
一
九
五
三

年
三
月
に
再
開
さ
れ
、
五
八
年
ま
で
の
ニ
一
次
に
わ
た
り
約
一
＿
一
万
一
＿
一
千
人
の
日
本
人
が
帰
国
し
た
と
い
う
。
そ
の
間
、

り
一
時
帰
国
の
途
も
開
か
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
冷
戦
の
最
中
の
一
九
五
八
年
の
岸
信
介
首
相
の
中
国
敵
視
発
言
に
よ
り
一
時
帰
国
も
打
ち
切
ら
れ
、

残
留
婦
人
や
孤
児
た
ち
の
処
遇
は
日
中
国
交
正
常
化
の
後
ま
で
棚
上
げ
に
さ
れ
た
。
国
交
回
復
の
後
、
一
九
七
五
年
か
ら
、
日
中
両
政
府
は
孤
児
の
公
開

調
査
を
開
始
し
、

一
九
八
一
年
に
四
七
人
の
中
国
日
本
人
孤
児
が
厚
生
省
の
招
き
で
初
め
て
実
現
し
て
以
降
、
順
調
に
帰
還
事
業
が
伸
展
し
な
い
中
、

九
九
三
年
に
は
―
二
人
の
中
国
残
留
日
本
人
婦
人
が
政
府
を
介
さ
ず
自
ら
の
意
思
に
基
づ
い
て
帰
国
し
、
成
田
空
港
で
当
時
の
細
川
首
相
に
「
細
川
総
理

様
、
私
た
ち
を
祖
国
で
死
な
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
訴
え
る
か
け
る
書
簡
を
提
出
し
て
帰
国
す
る
と
い
う
衝
撃
的
な
事
件
も
起
き
た
。

と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

口
（
一
八
一
九
）

一
時
的
に
帰
還
事
業
は
断
絶
を
見
た
が
、
近
年
公
開



ご
相
談
く
だ
さ
い
。

か
け
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
い
ま
す
。

以
後
、
日
本
政
府
は
厚
生
省
が
対
策
を
立
て
、
厚
労
省
の
統
計
に
よ
る
と
、

残
留
日
本
人
は
八
、
六
0
六
人
、
世
帯
数
は
五
、

§ 
（
一
八
二

0
)

一
時
帰
国
し
た
中
国

う
。
帰
国
者
の
平
均
年
齢
は
五
八
歳
か
ら
六
一
二
歳
で
あ
り
相
当
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
二

0
0
二
年
度
に
も
五
人
の
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
五
人
が

来
日
し
、
五
人
の
推
定
年
齢
は
五
七
歳
か
ら
六
一
二
歳
と
い
う
。
今
年
は
過
去
に
認
定
さ
れ
た
孤
児
や
、
生
活
手
段
を
失
っ
て
中
国
人
の
妻
と
な
っ
た
残
留

婦
人
も
八
人
の
来
日
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
大
久
保
真
紀
「
『
時
間
と
の
闘
い
』
最
終
段
階
に
」
（
二

0
0
ニ
・
九
・
ニ
八
『
朝
日
新
聞
』
）
に
よ

る
と
、
近
年
、
中
国
で
の
日
本
人
孤
児
の
認
定
件
数
が
減
少
し
、
継
続
調
査
の
数
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
原
因
は
、
や
は
り
孤
児
の
高
齢
化
や
死

亡
に
伴
っ
て
、
孤
児
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
証
拠
が
得
ら
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
事
情
が
あ
る
。
ま
た
、
残
留
婦
人
の
場
合
は
、
世
話
に
な
っ
た
中

国
人
と
の
家
族
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
帰
国
を
言
い
出
せ
な
い
事
情
も
あ
る
と
い
う
。
厚
労
省
は
迅
速
な
調
査
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

日
本
国
内
向
け
に
出
さ
れ
た
厚
労
省
の
「
肉
親
関
係
者
の
皆
様
へ
お
願
い
」
と
い
う
「
呼
ぴ
か
け
文
」
が
、
新
聞
広
告
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
（
二

0
0

ニ
・
九
・
ニ
八
『
朝
日
新
聞
』
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

◆
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
の
方
々
が
、
肉
親
と
の
対
面
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
孤
児
の
方
々
は
、
自
分
の
身
元
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
痛
切
に
望
ん

◆
孤
児
の
方
々
が
帰
国
す
る
場
合
、
帰
国
旅
費
の
国
庫
負
担
、
親
族
に
代
わ
っ
て
身
元
を
引
き
受
け
、
相
談
相
手
と
な
る
身
元
引
受
人
制
度
、
日
本
語

研
修
、
自
立
指
導
員
の
派
遣
な
ど
日
本
に
定
着
し
、
自
立
し
た
生
活
を
営
む
た
め
、
様
々
な
援
護
施
策
を
講
じ
て
お
り
、
ご
親
族
だ
け
に
負
担
を
お

◆
孤
児
と
な
っ
た
状
況
（
孤
児
情
報
）
や
写
真
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
あ
な
た
の
肉
親
に
似
て
い
る
孤
児
が
い
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
、
厚
労
省
ま
で
ご
連
絡
、

と
あ
る
。
受
け
入
れ
に
当
た
っ
て
は
、
肉
親
に
身
元
証
明
だ
け
を
求
め
、
身
元
引
受
人
そ
の
も
の
は
第
三
者
が
行
う
制
度
を
用
意
し
て
い
る
と
い
う
。
先

に
指
摘
し
た
大
久
保
真
紀
氏
の
新
聞
へ
の
投
稿
文
に
よ
れ
ば
、
調
査
自
体
は
「
孤
児
の
認
定
は
、
厚
生
労
働
省
の
職
員
が
訪
中
し
、
『
自
分
は
日
本
人
孤

関
法
第
五
二
巻
第
六
号

一
六
七
世
帯
、
永
住
帰
国
し
た
人
数
は
一
九
、

一
六
三
人
、
世
帯
数
は
六
、

0
一
八
世
帯
に
上
る
と
い

一
九
七
二
年
度
か
ら
一
九
九
九
年
度
ま
で
の
間
に
、



中
国
残
留
日
本
人
と
そ
の
家
族
の
日
本
帰
国
に
つ
い
て

配
慮
は
働
い
て
も
良
い
。

児
』
と
申
し
立
て
た
人
と
そ
の
証
言
者
を
面
接
調
査
し
た
う
え
で
、
中
国
政
府
と
共
同
で
決
定
し
て
い
る
」
と
い
う
。
こ
う
し
た
調
査
事
業
の
中
で
、
厚

労
省
は
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
、
帰
還
を
促
す
手
続
き
に
は
い
る
が
、
や
は
り
問
題
は
そ
の
段
階
で
生
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

残
留
日
本
人
の
帰
還
に
関
し
て
は
、
戦
後
直
後
の
引
揚
施
策
の
ま
ま
き
て
お
り
、
引
揚
対
象
者
は
当
人
だ
け
で
あ
り
、
家
族
は
そ
の
中
に
入
っ
て
い
な

い
。
特
に
夫
や
養
子
な
ど
は
日
本
人
で
は
な
く
、
中
国
人
で
あ
る
。
今
日
生
じ
て
い
る
問
題
は
、
残
留
日
本
人
が
永
年
中
国
で
生
活
す
る
に
当
た
り
、
単

身
で
は
生
活
が
出
来
ず
、
家
族
を
営
み
な
が
ら
生
活
を
し
て
き
た
。
そ
の
家
族
を
含
め
て
帰
国
事
業
を
検
討
す
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
引
揚
事
業
だ
け
が
執

一
九
九
四
年
に
改
正
さ
れ
た
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律
」
は
、
そ
の
目
的
に
「
こ
れ
ら
の
者
の
円
滑
な
帰
国
を
促
進
す
る
」
と
掲
げ
、
「
中
国
残
留
邦
人
等
」
と
は
「
中
国
の
地
域
に
お
け
る
昭
和
二

0
年

八
月
九
日
以
後
の
混
乱
等
の
状
況
の
下
で
本
邦
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
な
く
同
年
九
月
二
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
中
国
地
位
に
居
住
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て

同
日
に
お
い
て
日
本
国
民
と
し
て
本
邦
に
本
籍
を
有
し
て
い
た
も
の
及
び
こ
れ
ら
の
者
を
両
親
と
し
て
同
月
一
二
日
以
後
中
国
の
地
域
で
出
生
し
、
引
き
続

き
地
域
に
居
住
し
て
い
る
者
並
ぴ
に
こ
れ
ら
の
も
の
に
準
ず
る
事
情
に
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
省
令
で
定
め
る
者
」
と
定
義
し
て
い
る
。
現
在
、
問
題
に

な
っ
て
い
る
中
国
帰
国
者
の
養
子
は
「
こ
れ
ら
の
も
の
に
準
ず
る
事
情
に
あ
る
も
の
」
に
含
ま
れ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
二

0
0
0年
第
一
回
目
の
厚
労
省

の
検
討
会
議
で
も
議
論
が
行
わ
れ
、
「
今
後
、
検
討
の
中
で
呼
び
寄
せ
方
も
視
野
に
入
れ
て
い
い
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
「
残
留
邦
人
対
策
に
つ

い
て
、
厚
生
省
の
施
策
が
終
戦
後
の
引
揚
援
護
の
延
長
で
き
た
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。
戦
後
こ
れ
だ
け
の
年
数
が
た
て
ば
、
家
族
と
同
伴
し
て
帰
国
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
時
間
的
経
過
へ
の
配
慮
が
な
い
。
今
の
援
護
施
策
は
日
本
人
で
あ
る
孤
児
あ
る
い
は
婦
人
を
対
象
と
す
る
と
い
う
原
則
か

ら
広
が
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
回
答
が
行
わ
れ
て
い
る
。
家
族
と
同
伴
し
て
帰
国
し
て
も
ら
う
施
策
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
現
実
の
施
策
は
、
子
ど
も
は
実
子
だ
け
に
限
る
と
い
う
の
は
、
家
族
の
実
体
を
余
り
に
も
無
視
し
た
措
置
だ
と
言
え
る
。
養
子
認
定
に
当
た

り
、
「
家
の
（
継
承
の
）
た
め
」
あ
る
い
は
「
親
の
（
扶
養
の
）
た
め
の
」
養
子
法
か
ら
、
今
日
の
国
際
法
で
は
、
「
子
の
た
め
」
の
養
子
と
い
う
考
え
方

が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
へ
帰
国
し
た
日
本
人
の
養
子
に
つ
い
て
も
、
家
族
関
係
を
尊
重
す
れ
ば
、
当
然
に
当
人
と
同
伴
し
て
日
本
へ
来
て
も
ら
う

養
子
制
度
は
、
近
代
法
に
限
ら
ず
、
広
く
前
近
代
法
に
も
何
ら
か
の
規
定
が
慣
習
法
上
存
在
す
る
。
日
本
や
中
国
は
養
子
制

り
行
わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

>
（
一
八
ニ
―
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通
常
の
外
国
人
の
場
合
、
入
管
法
別
表
に
よ
る
と
、

ニ
ニ
四

（
一
八
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ニ
）

度
が
な
い
国
で
は
な
い
。
中
国
も
養
子
法
を
一
九
九
一
年
に
法
文
化
し
制
定
し
、
九
八
年
に
改
定
し
た
が
、
新
法
不
遡
及
の
原
則
か
ら
し
て
、
過
去
の
養

子
が
新
た
な
法
典
の
編
纂
に
よ
り
、
養
子
と
い
う
身
分
関
係
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
宇
田
川
幸
則
氏
の
「
中
華
人
民
共
和
国
養
子
法
（
収
用
法
）

の
改
正
」
（
『
戸
籍
時
報
』
五
一
―
―
-
）
に
よ
る
と
、
九
九
年
に
施
行
さ
れ
た
新
法
で
は
外
国
人
の
養
子
に
関
し
て
は
、
厳
格
な
手
続
き
を
求
め
、
「
新
法
で

は
、
養
親
と
な
る
者
の
所
在
国
の
権
限
あ
る
い
は
外
交
機
関
が
授
権
し
た
機
関
が
認
証
し
、
あ
わ
せ
て
当
該
国
の
駐
在
中
国
公
館
が
認
証
す
る
」
と
い
う

手
続
き
を
用
意
し
て
い
る
。
養
子
成
立
の
要
件
は
、
そ
の
当
事
者
の
属
す
る
国
の
養
子
法
に
基
づ
く
。
日
本
の
場
合
は
、
平
成
元
年
改
正
の
法
例
第
一
九

条
は
「
養
子
縁
組
ノ
本
国
法
二
依
ル
」
を
規
定
し
、
縁
組
み
成
立
に
関
す
る
証
明
は
、
「
養
子
若
ク
ハ
第
三
者
ノ
承
諾
若
ク
ハ
同
意
又
ハ
公
ノ
機
関
ノ
許

可
其
他
ノ
処
分
」
を
備
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
厚
労
省
の
残
留
日
本
人
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
日
中
共
同
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
調
査
の
中
で
日
本
へ
の
帰
還
対
象
者
が
認
定
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
認
定
に
当
た
り
、
残
留
日
本
人
が
日
本
人
と
確
定
し
な
く

て
も
、
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
推
定
の
も
と
で
養
子
に
つ
い
て
も
判
断
さ
れ
、
日
本
法
に
基
づ
い
て
養
子
の
推
定
が
行
わ
れ
て
も
良
い
。
そ
の
手
続
き
は

通
常
、
渉
外
事
項
に
準
じ
た
取
り
扱
い
が
行
わ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
渉
外
事
務
の
実
務
書
『
全
訂
国
籍
と
渉
外
戸
籍
」
に
よ
れ
ば
、
本
国
法
に
不
備
が

あ
る
場
合
で
も
、
昭
和
六
二
年
の
民
法
改
正
に
よ
り
特
別
養
子
制
度
が
創
設
さ
れ
、
日
本
に
居
住
す
る
外
国
人
で
あ
っ
て
も
、
家
庭
裁
判
所
に
養
子
縁
組

の
成
立
の
権
限
が
与
え
ら
れ
、
日
本
に
裁
判
権
が
あ
る
と
す
る
。
中
国
人
養
子
が
身
分
関
係
を
形
成
す
る
権
利
は
存
在
す
る
。
か
か
る
人
達
を
強
制
退
去

処
分
に
付
す
る
と
い
う
の
は
甚
だ
後
に
問
題
を
残
す
措
置
で
あ
る
。

中
国
残
留
日
本
人
の
養
子
の
強
制
退
去

一
九
九
一
年
の
法
改
正
に
当
た
り
、
養
子
は
「
現
時
点
で
六
歳
未
満
」
の
者
、
あ
る
い
は
「
六
歳

未
満
で
家
裁
で
手
続
き
を
し
た
特
別
養
子
」
の
者
に
限
定
す
る
と
い
う
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
規
定
に
従
い
、
日
系
プ
ラ
ジ
ル
人
等
が
日
本
へ
移
住

す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
た
と
も
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
で
は
養
子
は
「
六
歳
未
満
」
の
者
が
入
国
で
き
る
と
い
う
規
定
と
な
っ
て
お
り
、
中
国
残

留

H
本
人
の
養
子
に
関
し
て
は
、
既
に
成
人
し
て
い
る
者
が
多
く
、
「
六
歳
未
満
」
と
い
う
要
件
を
ク
リ
ア
す
る
者
は
殆
ど
い
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
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中
国
残
留
日
本
人
と
そ
の
家
族
の
日
本
婦
国
に
つ
い
て

外
国
人
で
あ
っ
て
も
、
入
管
法
に
は
「
家
族
滞
在
」
と
い
う
在
留
資
格
が
あ
り
、
そ
の
在
留
資
格
と
し
て
養
子
は
、
既
に
見
た
入
管
法
の
別
表
に
規
定

さ
れ
た
も
の
し
か
な
い
。
そ
の
規
定
の
目
的
は
、
就
労
目
的
で
不
法
に
入
国
を
試
み
る
外
国
人
を
入
国
さ
せ
ま
い
と
す
る
入
管
行
政
を
見
て
取
る
こ
と
は

性
が
あ
る
。

年
に
入
国
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
と
言
う
。

は
、
何
ら
か
な
の
形
で
日
本
へ
入
国
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
日
本
人
の
養
子
に
関
す
る
取
扱
に
つ
い
て
大
き
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

あ
る
日
、
突
然
に
中
国
か
ら
の
帰
国
日
本
人
家
族
の
子
が
居
な
く
な
り
、
収
容
所
に
送
ら
れ
た
と
し
て
騒
ぎ
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
件
は
、

す
で
に
一
九
九
九
年
頃
か
ら
発
生
し
て
お
り
、
二

0
0
二
年
の
現
在
で
も
生
起
し
て
い
る
。
市
民
団
体
の
「
す
べ
て
の
外
国
人
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
を
守
る
関
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
よ
る
と
、
同
様
の
例
は
三
家
族
一
四
人
に
上
る
と
言
う
。
二

0
0
二
年
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
れ
ば
、
大
阪
の
四
条

畷
市
に
住
む
柳
宏
さ
ん
一
家
一
―
一
人
は
中
国
残
留
日
本
人
の
家
族
と
し
て
来
日
し
た
が
、
「
血
縁
関
係
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
国
外
退
去

処
分
が
な
さ
れ
、
二

0
0
二
年
現
在
、
そ
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
家
族
員
は
、
中
国
残
留
孤
児
で
あ
る
女
性
の
子
供
と
し
て
、
九
四
年
六
月

に
来
日
し
た
が
、
二

0
0
0年
に
血
縁
関
係
が
な
い
、
即
ち
、
養
子
で
あ
り
、
実
子
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
を
理
由
に
、
入
国
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
。

ま
た
、
他
に
も
、
東
大
阪
に
住
む
石
長
春
の
家
族
五
人
は
、
元
残
留
日
本
人
女
性
が
中
国
で
再
婚
し
た
男
性
の
実
子
で
あ
り
、
そ
の
残
留
孤
児
と
の
関
係

で
は
養
子
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
九
七
年
に
来
日
し
た
が
、
実
子
と
身
分
関
係
を
偽
り
入
国
し
た
が
、
そ
れ
が
偽
装
だ
と
判
明
し
た
と
し
て
、
二

0
0
ニ

身
分
関
係
を
偽
っ
た
と
い
う
の
は
違
法
行
為
だ
が
、
偽
る
に
は
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
残
留
日
本
人
が
、
様
々
な
政
治
的
経
緯
を

経
て
長
年
、
中
国
で
生
活
を
な
し
得
た
の
は
、
残
留
日
本
人
が
養
子
と
し
て
中
国
人
家
族
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
た
め
で
も
あ
る
。
ま
た
残
留
者
が
中
国
人

を
養
子
と
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
る
範
囲
内
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
養
子
が
、
養
親
が
日
本
に
帰
国
す
る
に
当
た
り
、
当
然
に
同
伴
し
て
来
日
す
る
希
望

を
持
つ
の
は
、
そ
れ
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
親
の
た
め
の
」
養
子
で
は
な
い
と
は
し
な
が
ら
も
、
民
法
は
、
親
を
扶
養
す
る

の
に
子
ど
も
に
求
め
、
さ
ら
に
は
親
族
に
も
求
め
る
。
帰
国
日
本
人
を
扶
養
す
る
の
は
そ
の
家
族
に
課
さ
れ
た
問
題
で
も
あ
る
。
そ
の
家
族
か
ら
養
子
を

切
り
離
し
て
、
親
と
と
も
に
入
国
を
認
め
な
い
と
言
う
の
は
、
家
族
は
切
り
離
さ
れ
な
い
と
い
う
権
利
を
規
定
し
た
国
際
人
権
規
約
に
も
違
反
す
る
可
能

三一五
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す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

子
」
と
な
っ
て
い
た
。

の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
以
前
は
解
釈
が
相
違
し

（
一
八
二
四
）

出
来
る
。
し
か
し
、
中
国
残
留
日
本
人
の
場
合
は
、
日
中
共
同
で
調
査
が
行
わ
れ
、
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
確
定
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
般
外
国
人

の
入
国
と
は
取
り
扱
い
が
異
な
る
。
慎
重
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
日
中
間
の
渉
外
事
務
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ
り
、
中
国

の
養
子
法
で
も
、
渉
外
事
務
を
規
定
し
て
お
り
、
中
国
で
養
子
と
認
定
さ
れ
て
い
る
家
族
を
日
本
が
承
認
し
な
い
と
言
う
問
題
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
さ

れ
た
問
題
は
多
岐
に
渉
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
中
国
残
留
日
本
人
と
そ
の
家
族
に
通
常
の
入
管
法
が
適
用
さ
れ
、

H
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
等
の
取
扱
と
同
様
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中

国
帰
国
者
に
関
し
て
は
、
引
揚
政
策
の
失
敗
を
補
う
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
も
良
い
は
ず
で
あ
る
。
中
国
か
ら
帰
国
者
し
た

H
本
人
の
家
族
の
入
国
資
格
そ

の
も
の
が
、
厚
労
省
解
釈
で
は
、
日
本
人
の
血
統
で
あ
れ
ば
、
二
世
は
「
日
本
人
等
の
配
偶
者
」
、
三
世
は
「
定
住
者
」
、
四
世
は
未
成
年
で
扶
養
を
受
け

て
い
る
場
合
に
「
定
住
者
」
と
い
う
在
留
資
格
に
当
た
り
、
入
国
を
認
め
ら
れ
る
（
平
成
―
二
年
厚
労
省
第
四
回
「
中
国
帰
国
者
支
援
に
関
す
る
検
討

会
」
議
事
）
と
し
て
い
る
。
入
管
法
と
中
国
残
留
日
本
人
と
そ
の
家
族
の
帰
国
と
は
別
問
題
と
し
て
取
り
扱
い
が
可
能
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
、
中

国
残
留
日
本
人
の
帰
還
事
業
が
始
ま
っ
た
頃
に
は
、
こ
う
し
た
問
題
は
生
起
し
て
い
な
か
っ
た
。
右
に
み
た
解
釈
は
一
九
九
一
年
の
入
管
法
の
改
正
か
ら

一
九
七
三
年
に
中
国
残
留
日
本
人
の
帰
還
が
始
ま
っ
た
時
に
は
「
本
人
、
配
偶
者
、
未
成
年
の

一
九
九
一
年
の
入
管
法
の
改
正
に
よ
り
、
「
六
歳
未
満
」
と
い
う
規
定
が
挿
入
さ
れ
た
め
、
そ
の
年
を
前
後
し
て
相
違
す
る
帰
還

事
業
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
入
管
法
の
改
正
に
従
い
、
中
国
残
留
日
本
人
の
帰
国
事
業
の
遂
行
の
た
め
に
は
、
特
例
を
規
定
し
て
お
か
な
か
っ
た
政
府
の

措
置
に
問
題
が
あ
る
。
し
か
も
、
入
管
法
の
改
正
に
従
い
、
新
た
な
在
留
資
格
を
設
け
て
、
在
留
資
格
を
狭
め
た
た
こ
と
が
日
本
人
家
族
の
帰
国
を
阻
止

ま
た
、
当
人
が
望
む
か
否
か
は
別
に
し
て
も
、
日
本
に
は
帰
化
制
度
が
あ
り
、
す
で
に
日
本
に
住
ん
で
い
る
帰
国
者
の
養
子
に
は
「
特
別
帰
化
」
と
い

う
手
続
き
を
踏
め
ば
問
題
は
解
決
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
「
不
法
滞
在
」
に
よ
る
一
般
的
な
入
管
法
違
反
事
件
と
は
同
一
に
見
な
し

得
な
い
問
題
で
あ
り
、
中
国
残
留
日
本
人
の
家
族
員
に
対
す
る
処
遇
問
題
で
あ
る
。

一
九
九
一
年
の
入
管
法
改
正
以
後
は
、
こ
う
し
た
帰
化
申
請
も
同
じ

境
遇
に
あ
る
日
本
人
養
子
に
帰
化
を
申
請
す
る
権
利
を
奪
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
国
籍
を
与
え
る
か
否
か
は
、
日
本
国
の
判
断
だ
が
、
申
請
す
る
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中
国
残
留
日
本
人
と
そ
の
家
族
の
日
本
帰
国
に
つ
い
て

一
方
的
に
国
籍
の
剥
奪
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ

権
利
ま
で
を
一
律
に
奪
っ
て
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
同
じ
日
本
人
帰
国
者
の
取
り
扱
い
に
お
い
て
歴
史
を
前
後
し
て
相
違
す
る
と
は
、
首
尾
一
貫

坂
中
英
徳
『
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
政
策
論
の
展
開
」
を
読
ん
で

坂
中
氏
の
著
書
は
一
九
九
九
年
二
月
に
出
版
さ
れ
、
本
論
五
編
と
資
料
三
本
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
本
論
は
、
序
論
か
ら
始
ま
り
、
「
こ
れ
ま
で
在

日
は
ど
う
生
き
て
き
た
の
か
ー
坂
中
論
文
か
ら
二

0
年
ー
」
「
こ
れ
以
上
な
い
法
的
地
位
と
処
遇
~
日
韓
国
・
朝
鮮
人
問
題
へ
の
対
応
ー
」

「
東
北
ア
ジ
ア
の
新
し
い
国
際
秩
序
の
形
成
と
在
日
韓
国
。
朝
鮮
人
ー
」
「
特
別
永
住
許
可
制
度
に
つ
い
て
」
「
在
日
朝
鮮
人
の
処
遇
」
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
同
氏
は
今
日
の
在
日
朝
鮮
人
政
策
を
作
り
上
げ
て
き
た
行
政
サ
イ
ド
に
あ
り
、

「
今
後
の
出
入
国
管
理
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
を
書
き
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
た
「
在
日
朝
鮮
人
の
処
遇
」
論
が
今
日
の
在
日
朝
鮮
人
の

法
的
地
位
の
安
定
化
に
当
た
っ
て
大
き
な
力
を
有
し
た
と
言
わ
れ
る
。
即
ち
、
「
先
決
問
題
と
し
て
そ
の
法
的
地
位
を
で
き
る
だ
け
早
く
安
定
さ
せ
、
そ

の
後
に
お
い
て
は
、
関
係
行
政
機
関
の
協
力
を
得
て
こ
れ
ら
在
日
朝
鮮
人
が
日
本
社
会
に
お
い
て
円
満
な
生
活
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
が

必
要
」
と
提
言
し
、
そ
の
方
向
に
行
政
は
動
い
て
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
同
氏
は
、
八
五
年
に
国
籍
取
得
の
父
母
両
系
主
義
が
採
用
さ
れ
、
さ
ら
に
九

一
年
の
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
に
対
す
る
特
別
永
住
制
度
が
創
設
さ
れ
て
以
降
、
「
国
籍
か
ら
見
た
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
人
口
が
極
端
に
減
少
す
る
方
向

に
あ
る
現
実
」
（
序
論
）
を
訴
え
続
け
て
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
現
実
が
実
現
す
る
方
向
に
な
り
つ
つ
あ
る
、
あ
る
い
は
そ
の
方
向
を
受
け

入
れ
る
見
解
が
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
間
で
も
支
持
す
る
者
が
い
る
と
い
う
。

同
氏
の
、
そ
も
そ
も
の
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
に
対
す
る
認
識
は
、
大
阪
入
管
の
窓
口
で
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
く
、
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
問
題

の
本
質
は
、
実
体
は
限
り
な
く
日
本
人
に
近
い
存
在
で
あ
る
の
に
形
式
は
外
国
人
と
し
て
日
本
に
存
在
し
て
い
る
矛
盾
を
い
か
に
し
て
解
く
か
に
あ
る
と

確
信
し
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
が
実
体
と
形
式
の
一
致
す
る
存
在
（
日
本
国
民
）
」
に
な
る
こ
と
が
理
想
だ
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
在
日
朝
鮮
人
は
法
的
に
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
発
行
に
際
し
て
、

性
を
欠
い
た
施
策
で
あ
る
。

ニニ七

（
一
八
二
五
）

一
九
七
五
年
に
同
氏
が
法
務
省
入
国
管
理
局
内
部
で
公
表
さ
れ
た



ニニ八

れ
ま
で
は
形
式
的
に
は
日
本
人
と
代
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
形
式
面
、
外
国
籍
に
な
っ
た
の
は
後
の
こ
と
で
あ
り
、
実
体
が
日
本
人
と
変
わ
り
な
い
と
い

う
の
は
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
形
式
面
を
除
去
し
て
考
え
ら
れ
た
評
価
で
あ
る
。
今
日
、
日
本
で
出
生
し
、
日
本
の
生
活
に
馴
染
ん
だ
在
日
二
世
以
下
は
、

「
日
本
文
化
」
に
馴
染
ん
だ
と
は
い
え
、
日
本
人
と
変
わ
ら
な
い
と
ま
で
言
う
こ
と
は
言
い
過
ぎ
で
あ
り
、
や
は
り
日
本
社
会
で
は
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人

に
対
す
る
差
別
は
続
い
て
い
る
。
文
化
面
で
同
化
し
、
異
民
族
的
な
性
格
が
弱
く
な
っ
た
た
め
、
国
籍
取
得
に
向
か
う
方
が
良
い
と
い
う
の
で
あ
る
が
、

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
に
対
し
て
人
権
侵
害
問
題
が
あ
る
限
り
、
文
化
面
で
異
民
族
性
を
喪
失
す
る
こ
と
は
人
格
形
成
に
当
た
り
問
題
を
は
ら
ん
で
い
く
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
日
本
国
籍
を
取
得
に
関
し
て
も
、
国
籍
取
得
を
簡
単
に
す
る
こ
と
で
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
が
日
本
国
民
と
な
る
選
択
を
す
る
者
が
全

て
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
人
化
し
た
と
は
い
え
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
が
外
国
籍
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
も
妨
げ
ら
れ
な
い
権
利
で
あ
る
。

中
国
残
留
日
本
人
の
家
族
に
関
し
て
も
、
厚
労
省
の
検
討
会
で
も
、
「
中
国
帰
国
者
は
二
重
の
喪
失
感
が
あ
る
。
自
分
の
意
思
で
は
な
い
中
国
残
留
に

よ
り
五

0
年
前
に
祖
国
を
喪
失
し
、
さ
ら
に
帰
国
後
、
現
在
の
日
本
に
お
い
て
喪
失
感
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
議
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中

国
帰
国
者
に
「
日
本
人
に
『
同
化
j

し
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
我
々
関
係
者
も
長
年
悩
ん
で
き
た
。
（
東
京
の
）
葛
西
の
小
中
学
校
で
は
、
以
前
、

帰
国
者
を
包
む
よ
う
に
し
て
、
『
中
国
人
』
で
あ
る
こ
と
も
失
わ
な
い
よ
う
な
教
育
を
熱
心
に
行
っ
て
き
た
が
、
社
会
に
出
る
と
全
く
違
う
た
め
、
非
行

に
走
る
子
供
た
ち
も
出
て
く
る
」
な
ど
と
い
う
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
社
会
が
帰
国
者
を
受
け
入
れ
る
に
当
た
り
、
日
本
社
会
に
馴
染
め
な
い
状

態
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
行
い
得
る
こ
と
の
一
っ
と
し
て
、
帰
国
者
と
そ
の
家
族
に
安
定
し
た
居
住
権
や
、
人
権
擁
護
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
わ
れ
る
。

坂
中
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
以
後
の
日
本
政
府
の
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
政
策
は
、
外
国
人
と
し
て
安
定
し
た
処
遇
を

与
え
れ
ば
、
日
本
へ
の
帰
化
は
望
ま
ず
、
「
在
日
朝
鮮
人
が
外
国
人
の
集
団
と
し
て
未
来
永
劫
に
わ
た
っ
て
日
本
に
居
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
治
安
に
及

ぽ
す
影
響
そ
の
他
の
理
由
か
ら
好
ま
し
く
な
い
」
（
序
論
）
と
い
う
理
由
か
ら
、
本
国
へ
の
帰
還
か
、
日
本
に
帰
化
す
る
か
を
選
択
さ
せ
る
政
策
だ
っ
た
。

こ
れ
は
ハ
ー
ド
な
政
策
だ
と
す
れ
ば
、
坂
中
氏
の
提
唱
し
た
政
策
は
「
優
遇
さ
れ
た
法
的
地
位
と
待
遇
を
与
え
ら
れ
れ
ば
、
在
日
朝
鮮
人
は
自
発
的
に
日

本
に
同
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
治
安
上
そ
の
他
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
存
在
で
は
な
く
な
る
」
と
い
う
ソ
フ
ト
な
政
策
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
。
そ
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中
国
残
留
日
本
人
と
そ
の
家
族
の
日
本
帰
国
に
つ
い
て

な
い
か
と
い
う
危
惧
を
感
じ
る
。

の
ソ
フ
ト
な
政
策
は
結
論
的
に
は
、
「
在
日
朝
鮮
人
は
、
今
日
、
法
律
上
は
『
外
国
人
』
で
あ
る
が
事
実
上
は
『
準
日
本
人
』
と
も
い
う
べ
き
存
在
に

な
っ
て
い
る
。
将
来
は
、
日
本
化
が
進
み
、
「
朝
鮮
系
日
本
人
（
日
本
国
民
）
』
と
も
い
う
べ
き
存
在
に
な
っ
て
い
く
」
と
し
た
。
日
本
人
化
を
計
る
と
い

う
政
策
目
標
を
立
て
る
よ
り
、
坂
中
氏
が
言
う
よ
う
に
、
安
定
し
た
処
遇
を
与
え
る
所
に
目
的
が
設
定
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、
婚
姻
は
日
本
人
と

交
わ
る
こ
と
に
よ
り
自
然
と
進
む
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
時
間
的
な
経
過
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
坂
中
氏
の
予
想
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
日
本
化
」
と
は

「
数
世
代
を
経
な
い
う
ち
に
在
日
朝
鮮
人
の
大
半
が
日
本
人
と
の
血
縁
関
係
を
有
す
る
者
」
が
増
加
し
た
。
確
か
に
、
韓
国
人
や
在
日
朝
鮮
人
と
の
同
胞

同
士
の
婚
姻
件
数
は
減
少
し
、
夫
婦
の
何
れ
か
が
日
本
人
で
あ
る
婚
姻
形
態
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
父
母
両
系
主
義
に
立
っ
た
国
籍
法
の
影
響
で
、

日
本
国
籍
を
取
得
す
る
数
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
日
本
社
会
に
差
別
が
あ
る
と
考
え
さ
せ
る
証
拠
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
結
婚
の
積

み
重
ね
を
阻
害
す
る
要
因
を
政
策
的
に
採
用
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
え
る
。
政
府
と
し
て
な
し
得
る
こ
と
は
、
安
定
し
た
処
遇
を
与
え
、

日
本
人
と
交
流
を
疎
外
さ
せ
る
よ
う
な
民
族
政
策
を
採
用
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
積
極
的
に
言
え
ば
、
多
様
な
民
族
の
共
生
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
政
策

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

長
年
か
け
て
、
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
行
政
に
よ
る
民
族
政
策
の
成
功
例
と
し
て
在
日
朝
鮮
人
問
題
の
例
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
日
本

国
民
が
在
日
朝
鮮
人
と
婚
姻
関
係
の
形
成
を
推
し
進
め
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
と
も
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
気
に
な
る
点
は
、
坂
中
氏
が
言

う
ソ
フ
ト
あ
る
い
は
ハ
ー
ド
な
外
国
人
政
策
の
両
者
と
も
に
共
通
し
た
外
国
人
政
策
の
基
本
は
政
治
と
治
安
上
の
問
題
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
今
日
、
日

本
人
帰
国
者
の
養
子
が
不
法
に
滞
在
し
、
家
族
生
活
を
営
む
な
か
で
、
あ
る
日
突
然
に
家
族
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
収
容
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と

は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
強
制
退
去
処
分
と
連
動
し
た
措
置
で
あ
る
。
こ
こ
に
今
後
に
残
さ
れ
た
外
国
人
政
策
の
問
題
点
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
近
年
、
日

本
へ
中
国
か
ら
の
不
法
入
国
が
絶
え
な
い
。
か
か
る
入
管
行
政
上
の
問
題
が
日
本
人
帰
国
者
と
そ
の
家
族
の
処
遇
決
定
に
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
の
で
は

ニニ九
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最
初
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
中
国
帰
国
者
の
養
子
家
族
が
、
偽
装
し
て
ま
で
も
日
本
へ
来
日
し
て
い
る
状
態
が
あ
る
。
そ
れ
を
単
に
不
法
入
国
と
す
る

の
は
簡
単
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
中
国
帰
国
者
の
施
策
そ
の
も
の
を
引
揚
施
策
に
止
ま
っ
て
い
る
点
こ
そ
改
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
人
と
偽
装
し

て
入
国
し
、
家
族
滞
在
を
事
実
上
実
現
す
る
と
い
う
苦
肉
の
策
を
と
っ
て
い
る
帰
国
者
の
養
子
の
実
体
が
あ
る
。
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
よ
れ
ば
、

帰
国
し
た
残
留
婦
人
が
、
中
国
で
の
養
子
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
言
う
悲
痛
な
訴
え
も
あ
る
。
入
管
法
上
、
問
題
が
あ
る
の
は
「
六
歳
未

満
」
等
と
い
う
入
管
法
の
別
表
の
規
定
だ
け
で
あ
る
。
当
然
考
慮
さ
れ
る
べ
き
は
、
も
っ
と
早
く
帰
還
事
業
が
進
捗
し
て
い
れ
ば
、
こ
う
し
た
問
題
も
生

じ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
残
留
日
本
人
に
責
任
の
あ
る
問
題
で
は
な
い
。
厚
労
省
と
法
務
省
と
の
間
で
入
管
法
上
の
問
題
は
調
整
さ
れ
る
べ
き
問
題
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

厚
労
省
の

H
.
p
．
に
は
「
中
国
帰
国
支
援
に
関
す
る
検
討
会
議
」
に
関
す
る
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
厚
労
省
の
検
討
会
議
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
「
平
成
元
年
頃
か
ら
厚
生
省
が
未
成
年
の
子
を
厳
密
に
適
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
日
本
人
帰
国
者
の

範
囲
の
取
り
方
に
変
化
が
生
じ
た
の
は
、
日
本
側
の
事
情
で
あ
り
、
そ
れ
が
平
成
元
年
か
ら
だ
と
す
る
と
一
九
八
九
年
に
当
当
た
り
、
必
ず
し
も
入
管
法

の
改
正
に
連
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
、
そ
う
し
た
厚
労
省
の
政
策
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
理
由
は
、
さ
ら
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
は
、
二

0
0
0年
度
関
西
大
学
学
部
共
同
研
究
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に
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